
日本原子力学会標準 

AESJ-SC-P005:2008 

「原子力発電所の高経年化対策実施基準:2008」 

 

正誤表 

 
No. 頁 箇所 誤 正 備考 

   附属書 B（規定） 10 年ごとの経年劣化管理の実施方法 

1 12 B.4.3 照射誘起型

応力腐食割れ 

照射誘起型応力腐食割れの感受性発

現しきい値を超えた場合は，附属書

C.3.3.2 に準じて評価を行う。 

照射誘起型応力腐食割れの感受性発

現しきい値を超えた場合は，附属書

C.3.3.2～C.3.3.4 に準じて評価を行

う。 

 

   附属書 C（規定） 経年劣化事象に対する技術評価の実施方法 

1 28 
図 C.7.1 ケーブ

ルの健全性評価

プロセス 

電気学会推奨案に基づく型試験結果

によりケーブル健全性を評価する。 
電気学会推奨案に基づく環境認定試

験結果によってケーブル健全性を評

価する。 

別紙参照 

2 36 C.8.2.9 二次評価 C.8.2.9 二次評価 C.8.2.10 二次評価  

3 37 
C.8.2.10 二次評

価以降の健全性

評価 

C.8.2.10 二次評価以降の健全性評価 C.8.2.11 二次評価以降の健全性評価  

 



 
 
 

別紙 



 

日本原子力学会標準 

AESJ-SC-P005:2012(Amd.3) 

「原子力発電所の高経年化対策実施基準:2012（追補 3）」 

 

正誤表 

 
No. 頁 箇所 誤 正 備考 

   附属書 A 添付資料-4（別冊） 経年劣化メカニズムまとめ表-PWR 

1 737 P06-76 No.13 （記載なし） （シリンダの摩耗を追加） 別紙 1 参照 

2 737 P06-76 No.14 （記載なし） （ヨークの腐食（全面腐食）を追加） 別紙 1 参照 

3 803 P09-31 No.10 （記載なし） （鉄心の腐食（全面腐食）を追加） 別紙 2 参照 

 



 

 

別紙 1 



 

 

別紙 2 
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